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ウイルス検出装置の開発

　図1の実験装置による様々な検証結果から，簡易検出装置を試作開発した．今後は専門機関
で試作開発機とノロウイルスを用い検出テストを行う予定である．

　近年，ノロウイルスなどによる集団感染事例が問題となっており，病院，介護施設，学校など
の人が多く出入りする環境下においてウイルスの有無を簡易に確認する方法がないことが原
因と考えられる．ウイルス検出器の高価さ，操作熟知者が検出器を検査しなければウイルスの
有無が判明しない．
　本研究ではウイルス検出装置の価格を抑え，現場で簡易に利用できるウイルス検出装置を
開発する．

　ウイルス検出方法はウイルスが一定量存在すれば微少発光する薬剤にて発光させ，発光を
ウイルス検出装置が検出する．検出がなければ対象とする部屋にウイルスが存在しないことを
示すこととした．また実験対象ウイルスにはノロウイルスを選択した．しかしながら，予防・診療
機関ではないため，当センターでは実際には取りノロウイルスを扱うことが出来ないため，検
出される微少発光と同等の光度を持つLEDを利用し，図1に示す実験装置で開発を進めること
とした．

図１．簡易検出実験装置


